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○
調
査
日
時

　

平
成
30
年
５
月
14
日　
　
　

○
調
査
場
所 

　

標
茶
町
役
場　

議
員
室

　

オ
モ
チ
ャ
リ
川　

富
士
樋
門

１
．
調
査
事
項 

　

河
川
氾
濫
・
水
害
の
状
況
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て　

２
．
出
席
者

　

委　

員　

本
多
委
員
長
、
後
藤
副
委
員

　
　
　
　
　

長
、
櫻
井
委
員
、
熊
谷
委
員
、

　
　
　
　
　

深
見
委
員
、
川
村
委
員

　

説
明
員　

牛
﨑
総
務
課
長
、
神
谷
交
通

　
　
　
　
　

防
災
係
長
、狩
野
建
設
課
長
、

　
　
　
　
　

冨
原
建
設
課
長
補
佐 

　

事
務
局　

佐
藤
事
務
局
長
、
小
野
寺
議

　
　
　
　
　

事
係
長

３
．
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

３
月
９
日
か
ら
10
日
に
発
生
し
た
河
川

の
氾
濫
水
害
の
状
況
を
町
民
提
供
の
ビ
デ

オ
、
写
真
等
を
見
、
そ
の
後
オ
モ
チ
ャ
リ

川
、
冨
士
樋
門
を
視
察
し
、
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
総
務
課
、
建
設
課
の
説
明
を

受
け
た
。
大
雨
融
雪
災
害
に
よ
る
概
要
は

３
月
８
日
夜
遅
く
か
ら
９
日
夕
方
に
か
け

24
時
間
降
雨
量
87
ｍ
ｍ
と
３
月
と
し
て
は

統
計
開
始
以
降
最
多
と
な
り
、
融
雪
の
要

因
も
伴
い
釧
路
川
水
位
は
「
氾
濫
危
険
水

位
22
．
５
ｍ
」
を
超
え
戦
後
２
番
目
と
な

る
22
．
79
ｍ
を
記
録
、
河
川
氾
濫
の
危
険

が
想
定
さ
れ
た
為
、
本
町
初
め
て
と
な
る

避
難
指
示
（
緊
急
）
を
発
令
、
避
難
所
開

設
等
の
対
応
を
行
い
町
民
の
安
全
確
保
に

努
め
る
。
対
応
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

・
災
害
対
策
本
部
設
置
３
月
９
日
13
時

　

・
出
動
職
員
数
１
０
５
名

　

・
避
難
勧
告
発
令
状
況
１
，
２
７
０
世

　
　

帯
、
２
，
６
４
０
人

　

・
避
難
所
５
ヶ
所
、
や
す
ら
ぎ
園
緊
急

　
　

入
所
対
応
を
含
め
最
大
で
５
４
６
人

　
　

を
収
容
す
る
。

　

・
被
害
状
況
、
床
上
浸
水
４
戸
、
床
下

　
　

浸
水
３
戸
、
通
行
止
め
町
道
19
路
線

　

次
に
建
設
課
対
応
は
３
月
８
日
、
前
日

よ
り
気
象
予
報
を
参
考
に
町
道
を
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
町
道
巡
回
点
検
委
託
業
者

に
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
を
事
前
指
示
、
ま
た

早
期
対
応
の
た
め
直
営
班
及
び
他
の
業
者

へ
の
作
業
体
制
の
指
示
、
さ
ら
に
水
防
資

材
及
び
安
全
施
設
等
の
準
備
を
進
め
る
。

　

３
月
９
日
当
日
は

　

・
早
朝
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
報
告
の
あ
っ

　
　

た
路
線
の
対
応
及
び
交
通
規
制
の
実

　
　

施

　

・
市
街
地
河
川
オ
モ
チ
ャ
リ
川
、
ス
ガ

　
　

ワ
ラ
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　

・
釧
路
川
の
増
水
状
況
を
確
認
し
土
木

　
　

建
設
業
協
会
に
排
水
業
務
の
手
配
を

　
　

指
示

　

・
冠
水
エ
リ
ア
を
中
心
に
バ
リ
ケ
ー
ド

　
　

設
置
及
び
通
行
止
め
を
実
施

　

・
旭
町
、
標
茶
各
樋
門
で
堤
内
排
水
作

　
　

業

　

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
・
対
策
の
実
施
に
よ

り
災
害
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
事
が
出
来

た
が
、
平
成
28
年
の
台
風
災
害
、
そ
し
て

今
回
の
河
川
氾
濫
は
異
な
る
状
況
下
で
あ

る
こ
と
か
ら
多
く
の
課
題
が
見
え
、
災
害

対
策
に
次
の
点
に
つ
い
て
対
策
強
化
を
図

る
。

○
課
題
と
し
て
見
え
た
点

　
　

・
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
対
応

　
　

・
高
齢
者
等
要
支
援
者
の
安
否
確

　
　
　

認
、　

避
難
行
動
の
支
援

　
　

・
町
内
会
と
の
連
携

　

・
住
民
へ
の
情
報
伝
達

　

・
排
水
作
業
の
安
全
確
保

　

・
排
水
ポ
ン
プ
等
の
機
材
確
保

　
　

今
後
の
対
策

　

・
ペ
ッ
ト
対
応
避
難
所
の
整
備

　

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体
制
の

　
　

構
築

　

・
住
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
の
検
討

　

・
釧
路
川
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

　

・
釧
路
川
の
治
水
対
策

　

・
オ
モ
チ
ャ
リ
川
の
治
水
対
策

　

・
排
水
機
場
に
つ
い
て

　

以
上
、
水
害
の
状
況
と
課
題
、
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

委
員
会
報
告

 

総
務
経
済
委
員
会

   

　
　
所
管
事
務
調
査
報
告

委員会報告
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○
調
査
日
時

　

平
成
30
年
５
月
17
日　
　
　

○
調
査
場
所 

　

標
茶
町
役
場　

議
員
室

１
．
調
査
事
項 

　

義
務
教
育
に
お
け
る
世
帯
負
担
の
現
状

に
つ
い
て　

２
．
出
席
者

　

委　

員　

松
下
哲
也
委
員
長　

渡
邊
定

　
　
　
　
　

之
副
委
員
長　

黒
沼
俊
幸
委

　
　
　
　
　

員　

鈴
木
裕
美
委
員　

平
川

　
　
　
　
　

昌
昭
委
員　

　

説
明
員　

穂
刈
教
育
委
員
会
管
理
課

　
　
　
　
　

長
、
内
藤
総
務
係
長
、
菊
地

　
　
　
　
　

学
校
教
育
係
長

　

事
務
局　

佐
藤
事
務
局
長　

小
野
寺
議

　
　
　
　
　

事
係
長

３
．
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

資
料
に
基
づ
き
、
標
茶
小
学
校
、
標
茶

中
学
校
を
例
と
し
て
各
学
年
毎
の
保
護
者

負
担
額
（
学
校
納
付
金
）
の
現
状
の
説
明

を
受
け
た
。

（
主
な
説
明
）

　

小
学
校
で
は
各
学
年
平
均
５
万
円
前
後

で
あ
り
、
６
年
生
で
は
修
学
旅
行
費
２
万

円
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
（
希
望
者
）
８
，

９
０
０
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

　

中
学
校
で
は
各
学
年
平
均
６
万
７
千
円

前
後
で
あ
り
３
年
生
で
は
修
学
旅
行
費

５
万
２
千
円
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
（
希
望

者
）
９
，
１
０
０
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
入
学
時
に
は
制
服
、
指
定

ジ
ャ
ー
ジ
、
上
靴
等
の
購
入
費
用
が
加
算

さ
れ
る
。
小
、
中
学
校
と
も
年
間
負
担
額

の
約
８
割
が
給
食
費
（
食
材
費
の
み
）
で

あ
る
。

（
参
考
資
料
と
し
て
）

　

１
．
標
茶
町
の
教
育
費
に
お
け
る
父
母

　
　
　

負
担
軽
減
対
策

　

(1)　

教
育
振
興
対
策
事
業

　

(2)　

一
般
教
材
費
（
消
耗
品
費
）

　

(3)　

一
般
教
材
費
（
備
品
購
入
費
）

　

(1)
～
(3)　

ま
で
の
児
童
生
徒
一
人
当
た

り
単
価
に
学
校
割
、
学
級
割
分
を
上
乗
せ

し
、
各
学
校
に
予
算
配
分
し
て
い
る
。

　

２
．
そ
の
他
の
支
援
事
業

　
　
　

高
度
へ
き
地
修
学
旅
行
費
助
成
ほ

　
　
　

か
４
項
目
の
助
成
事
業

　

３
．
低
所
得
者
対
策
就
学
援
助
費
の
支

　
　
　

給

　
　
　

年
３
回
、
５
月
、
11
月
、
２
月
。

　

入
学
準
備
金
は
保
護
者
の
申
請
に
よ
り

２
月
に
支
給
。

４
．
委
員
会
の
所
見

　

保
護
者
負
担
の
現
状
は
、
８
割
が
給
食

費
（
食
材
費
）
が
占
め
て
い
る
が
、
今
後

は
管
内
他
町
村
の
現
状
も
把
握
し
な
が
ら

少
し
で
も
保
護
者
負
担
の
減
少
が
図
ら
れ

る
方
策
を
検
討
願
い
た
い
。

委員会報告

４
．
委
員
会
の
所
見

　

近
年
の
異
常
気
象
を
象
徴
す
る
よ
う
な

水
害
が
28
年
そ
し
て
今
回
発
生
し
、
町
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
行
政
と
し
て
最
大

限
の
対
策
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
３
月
９
日
は
議
会
開
会
中
に
も
関
わ

ら
ず
所
管
す
る
建
設
課
を
中
心
に
事
前
対

応
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
災
害
を
最

少
限
に
出
来
た
こ
と
と
理
解
す
る
。

　

一
方
、
今
後
の
対
策
課
題
と
し
て
数
項

目
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
喫
緊

の
対
策
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。
特
に
内
水

氾
濫
を
防
ぐ
為
に
は
排
水
機
場
の
設
置
、

水
中
ポ
ン
プ
の
確
保
は
重
要
案
件
と
す
べ

き
と
考
え
る
。
最
後
に
本
町
初
め
て
の
避

難
指
示
発
令
で
対
象
者
人
数
の
約
20
％
の

住
民
し
か
避
難
所
に
収
容
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
や
、
避
難
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
町

民
が
多
く
い
た
こ
と
は
指
示
を
出
し
た
側

と
し
て
責
任
が
あ
る
こ
と
、
住
民
の
命
を

守
る
観
点
か
ら
そ
の
状
況
の
要
因
を
分
析

し
、
十
分
検
証
し
対
策
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

 

厚
生
文
教
委
員
会

   

　
　
所
管
事
務
調
査
報
告


